
 

 

記事等でご紹介いただく際は、“ＮＥＸＣＯ東日本”または“ネクスコ東日本”の愛称ご使用にご協力をお願いします。 

平成２８年 ５月２０日 

東日本高速道路株式会社 

関東支社 

 

京葉道路 （下り線） 穴川(中)ＩＣ～貝塚ＩＣ間で 

５月３１日（火）より新たな車線をご利用いただけます 

～ 京葉道路の渋滞緩和に向けて、今後も付加車線の整備を進めます。～ 

 

ＮＥＸＣＯ東日本関東支社（埼玉県さいたま市）は、京葉道路の渋滞対策として整備してまいりました、

京葉道路の下り線、穴川（中）インターチェンジ（ＩＣ）～貝塚ＩＣ間の、加速車線と減速車線を接続する

新たな「付加車線」（延長１．９km）の運用開始について、お知らせします。 

 

 

１．運用区間と運用開始日 

   

運     用     区     間 運 用 開 始 日 

京葉道路 下り線 穴川(中)ＩＣ～貝塚ＩＣ 延長１．９km 平成２８年５月３１日(火) 早朝 

  ※当日の天候状況などにより、運用開始日を順延する場合があります。 

   また、運用開始の前夜には、車線切り替えに伴う車線規制や低速車両による先頭車固定規制を

実施いたします。当日の京葉道路のご利用に当たっては、道路交通情報等をご確認ください。 

 

 

２．運用区間の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３．事業の概要 

京葉道路 穴川（中）ＩＣ～貝塚ＩＣ間は、１日に約１０万台の交通量があり、朝夕の通勤時間帯

や行楽時期の週末には、交通集中に伴う渋滞が慢性的に発生しており、渋滞中の追突事故も起

きています。そのため、これらの渋滞を緩和するとともに、渋滞中の交通事故を削減するための交

通安全対策として、インターチェンジ間における加速・減速車線を接続する、新たな「付加車線」

を整備し、このたび運用を開始するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年４月２４日に上り線の穴川（東）ＩＣ～貝塚ＩＣ間を、同年５月２８日に下り線の一部区

間について付加車線の運用を先行開始しており、渋滞緩和や交通事故の削減について効果が

得られております。 

 

 

４．今回運用する区間の断面図 

今回の付加車線の増設工事では、用地買収は行わず、路肩及び中央分離帯の幅を縮小のうえ、

現況の道路用地を拡幅するなどして付加車線の必要断面を確保しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

５．新たな「付加車線」の効果 

今回付加車線を設置することにより、区間全体の交通容量が従来より約２５％増加し、穴川（中）

ＩＣから本線への合流や、貝塚ＩＣへ流出する際の車線変更による混雑が少なくなります。 

このため、交通の流れがスムーズになり、渋滞の緩和や交通の定時性・安全性が向上し、渋滞

による損失時間が約７０％程度減少すると見込んでおります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運用済み付加車線区間（上り線：穴川東ＩＣ～貝塚ＩＣ）の比較写真 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．「付加車線」をご利用されるお客さまへのお願い 

  ① 穴川（中）IC から流入されるお客さまは、流入後そのまま付加車線を走行していただき、

ゆとりをもって本線に合流してください。 

  ② 貝塚ＩＣで流出されるお客さまは、早めに付加車線をご利用ください。 

  ③ 付加車線の規制速度は ６０ｋｍ／ｈ となります。安全な速度で走行してください。 

 

 

７．今後の京葉道路の渋滞対策 

京葉道路の渋滞対策事業においては、現在、上り線の花輪 IC 及び幕張 IC の加速・減速車線

の延伸工事に着手しています。今後も京葉道路の渋滞対策に取り組んでまいりますので、ご理解

とご協力をお願いします。 

 

７０％減少 

運用前（H23.7 月撮影） 運用後（H26.9 月撮影） 

下り線 上り線 下り線 上り線 


